
Application for Participation 

Associated Schools Project (ASP) 

for Promoting International Education 

「つながろう！汐田の自然や人～関わる 伝える つながる～」 

Outline of the way the Project(s) will be implemented in the institution 

 

Description of the Project（プロジェクトの概説） 

本校では、「汐田の自然や人、ものに積極的に関わって問題解決に取り組む子」の育成を

めざしている。具体的には、生活科や総合的な学習の時間に位置づけ、さらに教材のつなが

りを考え、以下の計画・実践を行っている。 

低学年 多様な世代・身近な地域とのつながり～「昔遊び」「給食交流会」「まち探検」～ 

中学年 家庭・地域とのつながり～「安心安全マップ作り」「ごみや水と環境について」～  

高学年 人とのつながりを取り入れた参加体験型学習～「米作り体験」「福祉体験活動」～ 

 そして、具体的な課題の発見・探究・解決の過程で、児童自らが持続可能な社会づくりに

関する価値観を身につけ、自らの意志を決定し、行動を変革していくことができるように配

慮していく。 

また、ＥＳＤを確実に推進するために、今年度全教職員で学習を深めてＥＳＤカレンダー

の作成に取り組んだ。具体的には、教育課程を見直し、地域に密着した学習を系統的に行う

と共に、「自然や人とのつながり」を多く取り入れた参加体験型学習を展開し、地域との「つ

ながり」を図りながら、いろいろな立場や世代の人々との「つながり」を体験できるように

年間指導計画を編成し直した。 

今後、教職員が入れ替わっても本校の取り組みが続いていくように、毎年ＥＳＤカレンダ

ー、生活科・総合的な学習の時間の年間指導計画の見直し、身につけたい能力・態度の評価

基準の作成と見直し、児童の意識調査を継続的に実施してＥＳＤの学校評価を蓄積していく。 

 

Objectives of the Project（プロジェクトの目的） 

本校のＥＳＤ活動のテーマは、「つながろう！汐田の自然や人～関わる 伝える つなが

る」である。ＥＳＤを自分たちの住む町の自然や人、ものとの「つながり」について学習を

深め、持続可能な社会づくりの担い手を育む教育活動であるととらえている。 

 そのために、本校では以下の４つの活動に取り組む中で、次の目標を掲げている。 

 (1) 汐田に生活する人々とつながる活動 

 ・校区内の保育園児との交流（１日体験入学） 

 ・老人会の方々による「昔遊び」伝授の会と給食交流会 

・「まち探検」で会社や工場、お店の人との交流 

・保護者や地域の人々から聞き取って作成する「校区安心安全マップづくり」 

・お百姓さん直伝「うまい米作り」 など 

 ○地域の特色を知るとともに、そこに暮らす人々と関わる活動を通して、人と人とのつな

がりと地域とのつながりに気づき、地域への愛着心を育む。 



(2) 家庭や地域とつながる環境美化活動 

 ・家庭でのごみや水問題について考え、ごみの減量や水を大切にする。 

・児童会が中心となって、「牛乳パック」「ペットボトルキャップ」などを回収する。 

 ・自主的に活動する毎週１回のボランティアタイムを使った環境美化活動。  

○ごみ問題やリサイクル活動を学校新聞や回覧板を通して家庭や地域へ呼びかけることで、

校区全体の環境美化や資源のリサイクル意識の向上につなげる。また、校内では、他人

に指示されなくても一人でできるボランティア活動で美化意識を育て、さらに協力して

取り組む素晴らしさを感じ取らせ、人とのつながりを考えさせる。  

(3) 思いやりの心を育てる福祉体験活動 

 ・福祉実践教室（高齢者疑似体験、アイマスクによるガイドヘルプ・車いす・点字体験） 

 ・デイサービスセンターとの交流活動  

・認知症サポーター講座やユニバーサルデザイン講座 

 ○お年寄りや障害をもった方々と関わることで、障害者福祉に興味関心をもち、心を伝え、

つながることができるようにさせる。 

 

Execution（プロジェクトの実施） 

 (1) 活動を進めるためのＥＳＤカレンダー（６年生の例） 

 ６年生では、人のつながりをテーマに「福祉体験活動」に重点を置いて、下記のような「Ｅ

ＳＤカレンダー」を作成して取り組んでいる。 

 汐田小「６年生のＥＳＤカレンダー」（教材のつながり：テーマ＜人のつながり＞） 

教科 

領域 
4月 5月 6月 7月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 

国語 「風切るつばさ」      「海のいのち」     「ヒロシマのうた」 

・人とのつながり      ・人権尊重       ・人間の尊厳 

社会 「日本の歴史」                    「世界の中の日本」 

・故郷「汐田」を愛する   ・城下町吉田(豊橋市)    ・人としての生き方 

道徳 「おばあちゃんの 「学校いのちの日」 「山をたのむ」  「人権週間」 

探し物」   「おじいちゃんの命」         「二つの投書」 

・感謝、家族愛  ・生命の尊重    ・尊敬・感謝   ・思いやり・親切 

総合 「共に生きる①」      「共に生きる②」      「共に生きる③」 

・デイサービス訪問     ・福祉体験教室       ・実践発表会 

行事 

特活 

 「運動会」  「汐田フェス  「修学旅行」 「学習発表会」  「汐田 

ティバル」        「福祉実践発表」  ギネス」 

・協力、団結 ・助け合い    ・公共心  ・成果の発表   ・挑戦する心 

 (2) 汐田に生活する人々とつながる活動 

 地域に生活する人々と交流することで、心のつながりを深める活動をする。1 年生は、

「昔遊び」を教えていただいたお礼として給食交流や学習発表会への招待状を書いている。 

2 年生は、「まち探検」をして、校区にある会社や工場・病院を訪ね、自分の思いを伝え

て、働く人々の思いを聞いて、人と地域とのつながりに気づく活動をしている。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜1年:昔遊びの会＞           ＜2年：まち探検でインタビュー＞ 

(3) 家庭や地域とつながる環境美化活動 

ごみを減量するために家庭でできることを実践したり、水を大切にしていくために自分

たちにできることを実践したりする。また、地域とのつながりを深め、環境美化に協力を

するために、児童会が回覧板で地域の方々へ「ペットボトルキャップ」「牛乳パック」「イ

ンクカートリッジ」などの回収協力を呼びかけ、今年度は約 10 万個のキャップを集める

ことができ、100人分のワクチンを購入して寄付することができました。 

 また、校内の環境美化活動として、自分から進んで行動する態度を養うために毎週 1回

清掃の時間の代わりに「ボランティアタイム」を設置し、「進んで他人のために行動する」

心を育んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜ペットボトルキャップ回収＞       ＜ボランティアタイムで落ち葉拾い＞ 

(4) 思いやりの心を育てる福祉体験活動 

昨年度校区にデイサービスセンターができたことから、6年生が班ごとに分かれて訪問し、

楽器演奏やゲーム、お話を聞くなどして交流をしている。運動会などの学校行事には招待

状を出して相互交流を続けている 

また、人とのつながりを深めるために「福祉実践教室」を開催し、いろいろな障害につ

いて理解し、そうした障害をもつ方々と関わることで、同じ社会に「共に生きる」ことに

ついて理解を深めている。 

 



    

                      

 

 

 

 

 

 

 

＜6年：デイサービス訪問で楽器演奏＞     ＜6年：福祉体験ガイドヘルプ＞ 

 

Type of materials to be used（使用する教材） 

・「小学校キャリア教育の手引き」         文科省  （ＷＥＢ版） 

・「かがやくとよはし」（社会 3・4年生補助教材） 豊橋市教育委員会発行 

・「明るい心６年」(道徳副読本)           愛知県教育振興会発行 

・「ともに生きる！～障害のある人の暮らしから」豊橋市社会福祉協議会 企画制作 

・「福祉教室ガイド～学ぼう身近な福祉～」     豊橋市社会福祉協議会発行 

Is there any type of evaluation to examine the effects of the project on students’ 

comprehension and attitudes? (プロジェクトに対する生徒の理解と姿勢の評価方法） 

教師は、ふだんの生活の中で児童の学習態度や意欲を観察し、活動後児童が書き込んだ「振

り返りカード」等によって、評価している。 

 それとともに、以下のような評価方法をとる。 

・児童の様々な活動への成果を、事後のまとめや感想などから把握する。 

・学習や活動のまとめとして、授業公開や夏休み作品展、学習発表会等での成果の発表や地

域への発信を通して、関心・意欲・態度等を観察し、評価する。 

・全児童が定期的に行う「生活（いじめ）アンケート」やデイサービスセンター利用者の声

から、児童の取り組み状況や意識の高まり、交流成果を把握する。 

 上記の評価とともに、ＥＳＤのさらなる充実と推進を図るために、以下のことに取り組む。 

・１月の「学校評価アンケート」（保護者・児童・教職員対象）で、自分が住む地域のよさ、

誇りと愛着、自然環境等の関係性、他人との関係性、社会との関係性について、意識がどの

ように変化したかアンケートを実施し、結果と考察を公表する。 

・学校評議員の評価や意見、児童の実態や地域の思いをもとに、ＥＳＤカレンダーを見直し、

地域と連携・協働する教育活動を展開する。 

 

On behalf of my institution, I apply for participation in the UNESCO Associated Schools Project 

and give the assurance that this institution will make an active contribution to the Project, as 

outlined above, for a minimum period of two years.  At the end of every year, I shall submit a 

report of the Project to the ASP National Co-ordinator of my country. 



（本学校を代表して、ユネスコＡＳＰの参加申請をし、少なくとも 2年間は上記概要にそってＡＳ

Ｐに貢献する活動を行うことを確約します。また、毎年ＡＳＰコーディネーター（※日本の場合は日

本ユネスコ国内委員会）に活動のレポートを提出します。） 

 

 

   22/01/2014      

Date（日付） Principal’s name（校長名（※直筆）） 

Position,（役職）  Principal 

Institution’s name（学校名） 

  Shiota  Elementary  School 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



学 校 概 要 

 

１ 学校名  豊橋市立汐田小学校           

                             【校 章】 

   ※本校の校章は、波と飛び立つ鳥をイメージし、 

「汐」の文字をデザインしたもので、シンプル 

で新しさを感じさせる。「力強く、未来にはば 

たく子に成長してほしい」との願いが込められ 

ている。また、左側の「シ」の部分は、校区内 

の東脇、西部、松島の三地区が一つにまとまる 

さまもイメージされている。 

 

２ 所在地 

  〒441-8087 豊橋市牟呂町字北汐田５０番地の１ 

  TEL 0532-47-3220  FAX 0532-44-1383 

  URL http://www.shiota-e.toyohashi.ed.jp/ 

    e-mail shiota-e@toyohashi.ed.jp 

   【交通案内】 豊橋鉄道バス牟呂循環 東脇下車南へ 500m（徒歩 10分） 

 

３ 学校規模 

   学級数  ：通常学級 １２ 特別支援学級 ３   合計 １５学級 

   教職員数 ：校長１ 教頭１ 事務主査１ 教諭２０  養護教諭１ 

         非常勤講師３  支援員２ 用務員１  合計３０名 

   児童数  ：男子 ２１５名  女子２０６名    合計４２１名 

 

４ 本校の教育 

（１） 地域の歴史 

   本校は、隣接する牟呂小学校の児童数増加に伴い、平成２（1990）年に分離独立して開

校した豊橋市内でも比較的新しい学校である。校舎は翼を広げた海鳥をイメージさせるよ

うな外観となっている。海に近く、汐の香がし、自然に恵まれた新しい校区の象徴となる

ようにとの想いが込められている。 

教室は開閉可能な壁によって仕切られ、各教室横にある廊下の隣には「多目的スペース」

と呼ばれる広い空間があり、集会や学習スペースとして利用されている。また、1 年教室

横には、階段のある小ホールがあり、ミニ発表会ができる空間も備えている。 

   校区内は、区画整理事業が進んでおり、新しい道や家が日ごとにできており、学校周辺

の様子もめまぐるしく変化している。 

（２） 本校の教育目標 

   「よく学び よく遊べ」 

mailto:shiota-e@toyohashi.ed.jp


   めざす汐田小の子ども像   ○し んけんに学ぶ子 

                 ○お もいやりのある子 

                 ○た くましい子 

（３） 経営方針 

  ア 児童を中心とした、明るく楽しい活力のある学校づくりを推進する。 

  イ 基礎・基本を重視し、進んで学習に取り組む意欲や態度を育てる。 

  ウ 人間的なふれあいを大切にし、思いやりのある心豊かな児童の育成に努める。 

  エ 命を大切にする気持ちを育み、心身ともに健康な児童の育成に努める。 

  オ 児童と教職員との信頼関係を深め、情熱と愛情をもって教育活動を推進する。 

  カ 積極的な情報発信に努め、家庭や地域社会と一体となった開かれた学校づくりに努める。 

（４）重点努力目標 

  ①「真剣に学ぶ子」（確かな学力をつけるために） 

・ 学習のきまりの徹底を図る。 

・ 少人数指導の充実を図り、わかる授業を展開する。 

・ 全教科を通して、「聞き合い高め合う」学習展開に努め子どもたちに発言力をつける。 

・ 個々の目標を達成する過程を大切にし、様々な体験に挑戦させる。 

・ 学習に生きる読書活動を推進する。 

・ 持続可能な発展のための教育（ＥＳＤ）を推進するために、ＥＳＤの視点に立った

学習過程を展開する。 

  ②「思いやりのある子」（豊かな心をもった子にするために） 

・ 「いつでも どこでも だれにでも」明るい挨拶をする。 

・ 生活サポートの充実を図り、児童理解に努め、いじめ・不登校を出さない学校づく

りに努める。 

・ 道徳教育の充実を図り、自他を大切に思い理解しようとする思いやり、人間尊重の

心を育てる。 

・ 歌声指導の充実を図り、歌声で心を一つにする。 

・ 「全職員で全児童を」の意識を忘れず、情報交換し連携して指導にあたる。 

  ③「たくましい子」（生命の尊重・健康・安全のために） 

・ 基本的な生活習慣の確立に努める。 

・ 命を大切に、心と体を鍛える体力づくりをする。 

・ 非常時（防犯・防災）に備えた判断力・行動力・実践力を育成する。 

  ④学校・家庭・地域との連携のために 

・ 校区の特性を生かした教育課程の実践に努め、校区を愛する子を育てる。 

・ 保護者には、どのような場合も誠意をもって対応する。 

・ 学校の様子を家庭や地域に発信するとともにＰＴＡ総会や学校行事等の機会を利用

して、理解や協力を得る。 

・ 非常時に備え、安心して生活できる学校環境の整備に努めると共に地域ぐるみで子 

 どもたちの安全を守る体制を整える。 


